
は
じ
め
に

日
本
開
国
期
に
お
け
る
サ
ハ
リ
ン
島
の
領
土
問
題
は
、
日
本
と
帝
政
ロ
シ
ア
の
大

き
な
懸
案
事
項
で
し
た
。
本
報
告
の
課
題
は
、
こ
の
日
本
の
開
国
期
に
お
け
る
帝
政

ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
を
、
そ
の
政
治
史
お
よ
び
政
策
過
程
に
留
意
し
て
分
析

す
る
こ
と
で
す
。

サ
ハ
リ
ン
島
の
政
策
を
そ
の
政
治
史
お
よ
び
政
策
過
程
に
留
意
し
て
分
析
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
現
在
に
お
い
て
も
こ
の
分
野
の
泰
斗
で
あ
る
Э
・
Я
・
フ
ア
イ
ン
ベ
ル
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日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
報
告

麓

慎

一

日
本
開
国
期
に
お
け
る
帝
政
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
は
東
ア
ジ
ア
等
に
お
け
る
史
料
収
集
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ロ
シ
ア
連
邦
に
お
け
る
日
本
関
係
史
料
の
調
査
を
す
す
め
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
五
月
二
〇
日
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
か
ら
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
・
ソ
ボ
レ
フ
館
長
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ソ
コ
ロ
フ
館
長
、
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
国
立
大
学
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
教
授
ら
を
招
き
、
日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
を
開
催
し
た
。
通
算
七
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
研
究
集
会
は
、
日
本
学
士
院

(

共
催)

の
日
本
関

係
在
外
未
刊
行
史
料
調
査
事
業
の
一
環
と
し
て
、
上
野
の
日
本
学
士
院
会
議
室
で
行
な
わ
れ
た
。

研
究
集
会
で
は
四
つ
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
共
同
研
究
者
で
あ
る
新
潟
大
学
・
麓
慎
一
准
教
授
は
、
日
本
開
国
期
に
お
け
る
帝
政
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
を
論
じ
、
ロ
シ
ア
領

ア
メ
リ
カ
経
営
の
中
継
地
と
し
て
サ
ハ
リ
ン
を
位
置
づ
け
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
、
プ
リ
ア
ム
ー
ル
支
配
の
た
め
の
サ
ハ
リ
ン
全
島
支
配
を
重
視
し
た
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
、
こ
れ
を
継
承
し
た

コ
ル
サ
コ
フ
ら
と
の
対
立
関
係
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

次
い
で
、
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
・
ソ
ボ
レ
フ
館
長
は
、
一
七
三
九
年
の
第
二
次
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
遠
征
に
参

加
し
、
日
本
沿
岸
を
探
検
し
た
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
の
航
海
日
記
に
つ
い
て
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ソ
コ
ロ
フ
館
長
は
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭

に
か
け
て
、
帝
政
ロ
シ
ア
が
日
本
の
皇
族
や
政
府
高
官
に
与
え
た
勲
章
な
ど
、
叙
勲
関
係
の
史
料
群
に
つ
い
て
論
じ
た
。
ま
た
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
国
立
大
学
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
教
授
は
、
ロ
シ

ア
帝
国
外
交
史
料
館
の
所
蔵
史
料
調
査
に
も
と
づ
い
て
、
一
八
六
二
年
の
竹
内
使
節
団
の
ロ
シ
ア
訪
問
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
新
た
に
発
見
さ
れ
た
使
節
団
の
大
判
集
合
写
真
の
紹
介
も
目
を
引
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
報
告
に
は
活
発
な
質
疑
が
あ
っ
た
。
休
憩
時
間
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
最
大
級
の
文
書
館
で
あ
る
歴
史
文
書
館
の
新
館
移
転
に
関
す
る
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
た
。
以
下
四
報
告
を
お
さ
め
る
。

最
後
に
、
本
研
究
集
会
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
日
本
学
士
院

(

久
保
正
彰
院
長)

の
御
支
援
を
た
ま
わ
り
、
ま
た
引
き
続
き
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
教
授
か
ら
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
付

記
し
て
謝
辞
に
か
え
た
い
。

(

新
・
東
ア
ジ
ア
科
研
代
表
／
保
谷

徹)
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グ
氏
の
研
究
を
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う

(

１)

。
フ
ア
イ
ン
ベ
ル
グ
氏
は
、

ク
リ
ミ
ヤ
戦
後
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
島
開
拓
と
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
Н
・
Н
・

ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
江
戸
に
お
け
る
領
土
交
渉
に
留
意
し
て
、
こ
の
時
期
の
サ
ハ
リ
ン

島
問
題
を
考
察
し
て
い
ま
す
。
フ
ア
イ
ン
ベ
ル
グ
氏
の
研
究
が
、
当
該
期
の
露
日
関

係
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
た
の
は
、
通
常
閲
覧
が
困
難
な
ロ
シ
ア
外
務
省
の

文
書
史
料
を
利
用
し
て
こ
の
問
題
を
分
析
し
た
か
ら
で
す
。
そ
の
後
、
А
・
И
・
コ

ス
タ
ノ
フ
氏
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
ク
リ
ミ
ヤ
戦
後
の
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン

島
進
出
に
加
え
て
、
愛
琿
条
約
と
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
の
関
連
に
も
言
及
す
る
な
ど
、

北
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
の
変
容
―
主
要
に
は
露
中
関
係
―
に
留
意
し
て
分
析
を
進

め
て
い
ま
す

(

２)

。
こ
の
研
究
は
、
従
来
、
日
露
関
係
史
の
視
点
か
ら
分
析
さ
れ
て
き
た

サ
ハ
リ
ン
島
の
研
究
に
北
東
ア
ジ
ア
の
視
点
を
組
み
込
む
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

近
年
で
は
А
・
Л
・
ア
ニ
シ
モ
フ
氏
が
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
文
書
館
史
料
を
利
用
し

て
東
シ
ベ
リ
ア
行
政
府
の
統
治
の
中
に
サ
ハ
リ
ン
島
の
問
題
を
位
置
づ
け
て
い
ま

す

(

３)

。一
方
、
日
本
に
お
い
て
も
サ
ハ
リ
ン
島
の
国
境
問
題
は
、
日
露
関
係
史
の
一
環
と

し
て
分
析
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
研
究
成
果
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ

は
秋
月
俊
幸
氏
の
一
連
の
業
績
で
す

(

４)

。
も
う
一
つ
は
和
田
春
樹
氏
の
業
績
で
す
。
秋

月
氏
は
、
江
戸
幕
府
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
に
関
す
る
日
本
側
の
史
料
を
博
捜
し
、
新

た
な
多
く
の
知
見
を
提
示
し
ま
し
た
。
一
方
、
和
田
春
樹
氏
は
ロ
シ
ア
海
軍
の

『
海

軍
論
集』

を
分
析
し
、
特
に
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
遣
日
使
節
の
研
究
を
大
き
く
進
展
さ
せ

ま
し
た

(

５)

。

本
報
告
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
日
本
開
国
期
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
サ

ハ
リ
ン
島
に
関
す
る
研
究
が
一
様
に
言
及
す
る
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
コ
ル
サ
コ
フ
の
上

奏
報
文

｢

サ
ハ
リ
ン
島
の
支
配
に
関
す
る
活
動
と
現
状
の
概
況｣

を
手
掛
か
り
に
ロ

シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
を
分
析
し
ま
す
。

ロ
シ
ア
と
日
本
の
多
く
の
研
究
者
が
分
析
を
加
え
た
日
本
開
国
期
に
お
け
る
ロ
シ

ア
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
の
問
題
に
さ
ら
に
分
析
を
加
え
る
余
地
が
あ
る
、
と
考
え
る

理
由
は
次
の
点
に
あ
り
ま
す
。
開
国
期
に
お
け
る
サ
ハ
リ
ン
島
の
問
題
は
、
通
常
、

一
八
五
三
年
の
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
占
拠
と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
来
航
に
よ
り
惹
起
さ
れ

ク
リ
ミ
ヤ
戦
争
に
よ
り
一
時
的
な
停
滞
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
一
貫
し
て
ロ

シ
ア
が
勢
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
、
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
動
向
を
決
定

的
に
し
た
の
が
、
お
そ
ら
く
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
コ
ル
サ
コ
フ
が
一
八
六
五
年
に
上
奏

し
た

｢

サ
ハ
リ
ン
島
の
支
配
に
関
す
る
活
動
と
現
状
の
概
況｣

と
、
そ
れ
を
受
け
て

実
施
さ
れ
た
サ
ハ
リ
ン
島
南
部
へ
の
ロ
シ
ア
軍
の
増
強
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
日
本
と
ロ
シ
ア
の
勢
力
が
大
き
く
変
更
さ
れ
る
契
機
と
な
っ

た
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
コ
ル
サ
コ
フ
の
上
奏
報
文
は
、
フ
ア
イ
ン
ベ
ル
グ
氏
に
よ
っ
て

分
析
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
多
く
の
研
究
が
こ
の
研
究
を
参
照
し
て
い
ま
す
。
本

報
告
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
こ
の
上
奏
報
文
は
、
一
八
六
五
年
以
降
の
新
た
な
サ
ハ

リ
ン
島
政
策
の
必
要
性
を
提
起
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
ロ
シ
ア

の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
の
評
価
の
上
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
本
報
告
は
、
フ
ア

イ
ン
ベ
ル
グ
氏
が
分
析
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
こ
の
一
八
六
五
年
の
上
奏
報
文
に
い

た
る
日
本
開
国
期
の
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
の
推
移
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
日

本
開
国
期
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
を
、
そ
の
政
治
史
お
よ
び
政
策
過

程
に
留
意
し
て
分
析
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

１

サ
ハ
リ
ン
島
支
配
に
関
す
る
活
動
と
現
状
の
概
況

東
シ
ベ
リ
ア
総
督
コ
ル
サ
コ
フ
は
、
一
八
六
五
年
一
月
二
六
日

[

露]

、｢

サ
ハ
リ

ン
島
の
支
配
に
関
す
る
活
動
と
現
状
の
概
況

(

６)｣

と
題
す
る
上
奏
報
文
を
皇
帝
に
提
出

し
、
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
の
全
面
的
な
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。
サ
ハ
リ
ン
島
の
問
題

を
検
討
す
る
論
考
が
必
ず
言
及
す
る
報
文
で
あ
り
、
重
要
な
政
策
上
の
転
機
と
し
て

理
解
さ
れ
て
い
ま
す

(
７)

。
実
際
、
こ
の
上
奏
報
文
以
降
、
ド
ウ
エ
に
配
置
さ
れ
て
い
た

第
四
正
規
大
隊
は
、
一
八
六
五
年
八
月
、
五
人
の
士
官
と
二
二
〇
人
の
隊
員
か
ら
な

東京大学史料編纂所研究紀要 第19号 2009年３月 ( )118

Ⓒ2009 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo) 
The University of Tokyo



る
ド
ウ
エ
の
常
備
部
隊
と
し
て
再
編
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
―

ナ
―
ア
ム
ー
ル
か
ら
人
員
が
投
入
さ
れ
、
サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
部
隊
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
部
隊
を
指
揮
す
る
た
め
に
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
の
特
別
任
用
官
と

し
て
陸
軍
中
佐
デ
＝
ヴ
イ
ッ
テ
が
任
命
さ
れ
て
い
ま
す

(

８)

。
ロ
シ
ア
側
は
、
こ
の
後
、

サ
ハ
リ
ン
島
に
お
い
て
日
本
の
役
人
を
拘
束
す
る
な
ど
、
紛
争
が
多
発
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
上
奏
報
文
が
サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
勢
力
の
拡
大
の
契
機
と
な
っ

た
こ
と
は
多
く
の
研
究
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
報
告
が
付
け
加
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
上
奏
報
文
は
、
実
は
二
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
こ

れ
ま
で
の
サ
ハ
リ
ン
島
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
活
動
の
部
分
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
そ

れ
を
踏
ま
え
た
現
状
で
す
。
こ
の
現
状
の
部
分
に
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
に
関
す
る
新
た

な
政
策
提
言
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
第
一
に
、
こ
の
上
奏
報
文
の
現
状
と
そ
れ
を
踏

ま
え
た
政
策
提
言
の
部
分
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
上
奏
報
文
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
を
め
ぐ
る
状
況
が
す
で
に
極
め
て
厳
し
い
局
面

に
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
問
題

(

サ

ハ

リ

ン

島)

は
す
で
に
現
在
、
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
私

(

コ
ル
サ
コ
フ)は

次
の
よ
う
に
確
信
い
た
し
ま
す
。
遅
滞
な
く
こ
の
島
に
お
け
る
私

た
ち
の
権
限
を
回
復
す
る
た
め
の
精
力
的
な
方
策
が
と
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、

結
果
と
し
て
い
か
な
る
理
性
的
な
方
策
を
も
っ
て
し
て
も
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
十
分
な
強
化
を
遅
滞
な
く
行
う
で
あ
ろ
う
日
本
人
た

ち
に
サ
ハ
リ
ン
島
の
南
部
を
、
そ
の
原
住
民
も
含
め
独
占
的
に
帰
属
す
る
、
と

い
う
考
え
を
放
棄
さ
せ
ら
れ
な
い
し
、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
条
約

の
条
件
を
日
本
人
た
ち
に
尊
重
さ
せ
る
た
め
に
止
む
を
得
ず
軍
事
的
な
手
段
に

訴
え
ざ
る
を
得
な
く
な
る

(

９)

。

東
シ
ベ
リ
ア
総
督
コ
ル
サ
コ
フ
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
日
本
側
の
政
策
に
対

抗
す
る
断
固
た
る
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
上
奏
し
た
の
で
す
。
そ
の
上
で
、
彼
は
次

の
よ
う
に
政
策
を
提
起
し
ま
し
た
。
結
氷
期
が
過
ぎ
て
航
海
が
可
能
に
な
っ
た
な
ら

直
ち
に
ア
ニ
ワ
湾
な
い
し
は
そ
れ
よ
り
便
利
な
場
所
に
一
つ
な
い
し
は
二
つ
の
中
隊

を
派
遣
す
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
哨
所
を
建
設
す
る

(

�)

。
ア
イ
ヌ
た
ち
の
居
住
す
る
中

核
地
域
に
ロ
シ
ア
が
哨
所
を
持
つ
こ
と
で
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
影
響
力
を
拡
大
し
、
日

本
人
の
活
動
を
麻
痺
さ
せ
る
。
具
体
的
に
は
ア
イ
ヌ
の
子
供
た
ち
に
ロ
シ
ア
語
を
教

え
る
た
め
の
学
校
を
建
設
し
、
無
料
で
ア
イ
ヌ
を
診
療
す
る
病
院
を
設
置
し
、
不
漁

の
際
に
ア
イ
ヌ
を
救
済
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
ロ
シ
ア
の
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
影
響
力
を

拡
大
し
、
日
本
人
の
影
響
力
を
失
わ
せ
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
コ
ル
サ
コ
フ
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
軍
備
の
増
強
と
ア
イ
ヌ
へ

の
影
響
力
の
拡
大
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
の
勢
力
を
拡
大
し
た
う
え
で
、
国
境
交
渉
を
行

い
問
題
の
根
本
的
な
解
決
を
図
ろ
う
、
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
上
奏
報
文
が
裁

可
さ
れ
、
一
八
六
五
年
後
半
以
後
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
南
部
に
ロ
シ
ア
の
勢
力
が
一
挙

に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

本
報
告
が
次
な
る
課
題
と
し
た
い
の
は
、
こ
の
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
コ
ル
サ
コ
フ
の

上
奏
報
文
が
日
本
開
国
期
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
の
中
で
い
か
な
る

意
義
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
で
す
。
こ
の
点
を
解
明
す
る
た
め
に
上
奏
報

文
の
冒
頭
の
文
章
を
示
し
ま
す
。

前
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
＝
ア
ム
ー
ル
ス
キ
ー
伯
爵
は
、
ロ
シ
ア
の

た
め
に
プ
リ
ア
ム
ー
ル
地
域
を
獲
得
す
る
課
題
を
背
負
っ
た
際
に
、
サ
ハ
リ
ン

島
の
獲
得
の
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
準
備
を
見
落
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ

の
問
題
に
有
益
と
な
ら
な
い
困
難
な
諸
事
情
が
こ
れ
に
好
ま
し
か
ら
ざ
る
傾
向

を
与
え
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
こ

(

サ
ハ
リ
ン
島)

の
島
は
数
年
前
に
ロ
シ
ア
に
帰
属

し
て
い
た
で
あ
ろ
う

(

�)

。

東
シ
ベ
リ
ア
総
督
コ
ル
サ
コ
フ
は
、
前
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
Н
・
Н
・
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ

フ
が
、
プ
リ
ア
ム
ー
ル
地
域
の
獲
得
に
際
し
て
、
サ
ハ
リ
ン
島
を
獲
得
す
る
準
備
を
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怠
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
サ
ハ
リ
ン
島
を
ロ
シ
ア

が
獲
得
す
る
た
め
に
障
害
と
な
っ
た
諸
事
情
に
よ
り
、
そ
れ
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
、

と
上
奏
報
文
の
冒
頭
で
彼
は
訴
え
て
い
る
の
で
す
。
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
プ
リ
ア
ム
ー

ル
地
域
の
獲
得
と
は
、
一
八
五
八
年
の
愛
琿
条
約
に
よ
る
ア
ム
ー
ル
左
岸
の
獲
得
と

沿
海
州
地
域
の
ロ
シ
ア
と
清
国
に
よ
る
共
同
領
有
の
承
認
を
意
味
し
て
い
る
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

コ
ル
サ
コ
フ
の
上
奏
報
文
の
冒
頭
の
文
章
か
ら
、
彼
が
前
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
ム
ラ

ヴ
ィ
ヨ
フ
の
サ
ハ
リ
ン
島
性
政
策
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
コ
ル
サ
コ
フ
が
高
く
評
価
し
た
前
東
シ
ベ
リ
ア
総
督

ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２

ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
日
本
来
航

東
シ
ベ
リ
ア
総
督
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
を
以
下
の
手
順
で
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
第
一
に
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
が
一
八
五
九
年
に
幕
府
と
行
っ
た
交
渉

を
概
観
し
ま
す
。
第
二
に
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
が
い
か
な
る
訓
令
に
基
づ
い
て
日
本
と

交
渉
を
行
っ
た
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。
第
三
に
、
交
渉
終
了
後
の
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の

動
向
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
考
察
に
よ
り
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
ム
ラ
ヴ
ィ

ヨ
フ
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
を
日
本
開
国
期
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
の

中
に
位
置
づ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
と
幕
府
は
、
一
八
五
九
年
七
月
二
三
日

[

日]

、
七
月
二
六
日

[

日]

、
八
月
二
日

[

日]

の
三
度
に
亘
っ
て
サ
ハ
リ
ン
島
の
問
題
に
つ
い
て
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
、
第
一
回
の
交
渉
で
、
日
本
側
に
来
航
の
主
旨
が
、

サ
ハ
リ
ン
島
の
国
境
交
渉
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
サ
ハ
リ

ン
全
島
が
ロ
シ
ア
の
領
土
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
す
。
そ
の
根
拠
と
し
て
ム
ラ
ヴ
ィ

ヨ
フ
は
、
ロ
シ
ア
が
清
国
に
沿
海
州
が
露
清
間
の
共
有
地
で
あ
る
こ
と
を
承
認
さ
せ

た
愛
琿
条
約
を
あ
げ
て
い
ま
す

(

�)

。
幕
府
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
行
っ
て
き
た
島
上
分

界
の
議
論
を
踏
ま
え
る
よ
う
に
主
張
し
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
サ
ハ
リ
ン
全
島
の
割
譲

要
求
を
受
け
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
側
は
、
日
魯
通
好
条
約
の
第
二
条

(｢

カ

ラ
フ
ト
島
ニ
至
リ
テ
ハ
、
日
本
国
と
魯
西
亜
国

(

ロ

シ

ア

)

の
間
ニ
お
い
て
界
を
分
か
た
す
、
是

迄
仕
来
之
通
た
る
へ
し

(

�)｣)

を
踏
ま
え
て
交
渉
を
行
う
よ
う
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
に
要
請

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
国
境
を
画
定
し
な
か
っ

た
の
は
、
彼
に
国
境
を
画
定
す
る
権
限
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
、
と
述
べ
従
来
の

サ
ハ
リ
ン
島
に
関
す
る
交
渉
の
有
効
性
を
完
全
に
否
定
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
、
三
つ
の
条
件
を
提
示
し
ま
し
た
。
第
一
は
、
国
境

を
サ
ハ
リ
ン
島
と
北
海
道
の
間
の
ラ
ペ
ル
ー
ズ
海
峡
に
設
定
す
る
こ
と
で
す
。
第
二

は
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
ア
ニ
ワ
湾
に
お
け
る
日
本
人
の
漁
業
は
、
ラ
ペ
ル
ー
ズ
海
峡
で

国
境
を
決
定
し
た
と
し
て
も
従
来
通
り
継
続
で
き
る
、
と
い
う
条
件
で
す
。
第
三
は
、

日
本
人
が
サ
ハ
リ
ン
島
の
ア
ニ
ワ
湾
だ
け
で
な
く
、
黒
龍
江
お
よ
び
満
州
に
お
い
て

も
自
由
に
居
住
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
、
と
い
う
条
件
で
す
。
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
主

張
の
ポ
イ
ン
ト
が
第
一
の
点
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
、
サ
ハ

リ
ン
島
の
全
島
領
有
の
必
要
性
を
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
日
本
領
内
に
外
国
人
―
主
要
に

は
イ
ギ
リ
ス
人
―
が
入
り
込
む
こ
と
の
懸
念
か
ら
主
張
し
て
い
ま
す
。
日
本
側
が
こ

れ
ら
の
要
求
を
拒
否
す
る
と
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
日
本
の
警

備
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
問
題
に
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
、
従
来
の
サ
ハ
リ
ン
島
に
関
す
る
国
境
交
渉
を
ほ

と
ん
ど
無
視
し
た
形
で
新
た
な
提
案
を
行
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
交
渉
は
ま
と
ま

ら
ず
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
日
本
を
離
れ
ま
し
た
。
こ
の
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
サ
ハ
リ
ン

全
島
領
有
の
主
張
は
、
そ
れ
ま
で
日
本
が
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
行
っ
て
き
た
島
上
分
界

の
交
渉
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
し
た
。
こ
こ
に
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
の
転

換
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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３

東
シ
ベ
リ
ア
総
督
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
へ
の
訓
令

ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
の
転
換
を
惹
起
し
た
契
機
を
解
明
す
る
た
め
に
、
東

シ
ベ
リ
ア
総
督
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
に
与
え
ら
れ
た
訓
令
と
、
そ
の
形
成
過
程
を
考
察
し

ま
す
。

東
シ
ベ
リ
ア
総
督
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
、
一
八
五
八
年
一
二
月
一
七
日

[

露]

、
秘

密
電
報
と
い
う
形
で
日
本
と
の
国
境
交
渉
に
つ
い
て
の
訓
令
を
受
け
取
り
ま
し
た

(

�)

。

こ
の
訓
令
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
皇
帝
が
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
主
張
す

る
日
本
と
の
直
接
交
渉
と
い
う
提
案
を
許
可
し
た
。
し
か
し
、
交
渉
は
ど
の
よ
う
な

場
合
に
も
強
制
的
な
手
段
を
伴
わ
ず
、
さ
ら
に
日
本
政
府
と
決
裂
し
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
日
本
か
ら
の
譲
歩
を
軍
事
力
や
威
嚇
に
よ
っ
て
引
き
出
そ
う
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
日
本
の
友
好
的
な
対
応
に
悪
し
く
報
い
る
こ
と
に
な
る
。

皇
帝
は
、
こ
の
よ
う
に
目
的
の
達
成
の
た
め
に
強
硬
な
手
段
を
採
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
外
務
大
臣
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
を
通
し
て
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
に
注
意
を
与
え
た
の
で

し
た
。
さ
ら
に
訓
令
は
、
日
本
が
サ
ハ
リ
ン
島
の
権
限
を
放
棄
す
る
場
合
に
要
求
す

る
、
と
予
想
さ
れ
る
補
償
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
金
銭
的
な
補
償
で
な
け
れ
ば
、
ム

ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
に
そ
の
決
定
を
一
任
す
る
、
と
記
し
て
い
ま
す

(

�)

。

ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
、
こ
の
訓
令
に
基
づ
い
て
日
本
と
の
交
渉
を
行
っ
た
の
で
す
。

彼
は
、
日
本
と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
行
っ
て
き
た
交
渉
内
容
を
無
視
し
て
サ
ハ
リ
ン
全

島
の
領
有
を
主
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
の
交
渉
が
軍
事
的
な
威
嚇
を
伴
わ
ず
、

一
貫
し
て
協
議
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
の
は
こ
の
訓
令
に
従
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

次
に
、
こ
の
訓
令
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
過
程
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
訓
令
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
契
機
は
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ

フ
自
身
の
日
本
と
の
直
接
交
渉
の
要
求
で
し
た
。
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
直
接
交
渉
の
要

請
は
、
一
八
五
八
年
一
二
月
三
日

[

露]

の
ア
ム
ー
ル
委
員
会
に
お
い
て
評
議
さ
れ
、

先
に
紹
介
し
た
訓
令
が
作
成
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
日
の
ア
ム
ー
ル
委
員
会
の
評
議

は
、
大
局
的
に
は
ロ
シ
ア
が
愛
琿
条
約
以
後
の
清
国
に
対
す
る
政
策
の
大
綱
を
決
定

し
た
も
の
、
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
四
項
目
に
亘
る
協
議
事
項
の
う
ち
一

二
項
目
ま
で
が
清
国
政
策
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
残
り
の
二
項
目
が
日
本
に
関
係

す
る
も
の
で
す

(

�)

。
二
項
目
の
内
の
一
つ
は
、
日
魯
通
好
条
約
の
追
加
条
約
の
批
准
の

手
続
き
に
関
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
函
館
の
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
領
事
に
委
ね
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
国
境
問
題
に
関
す
る
事
案

で
す
。
こ
こ
で
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
要
請
が
評
議
さ
れ
ま
し
た
。
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
要

請
と
は
、
具
体
的
に
は
一
八
五
八
年
一
一
月
一
〇
日
付

[

露]

の
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の

外
務
大
臣
宛
文
書
を
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
要
請
の
審
議
に
関
連

し
て
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
日
本
側
と
行
っ
た
サ
ハ
リ
ン
島
に
関
す
る
会
談
の
内
容
が

議
事
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
会
談
内
容
で
す
。
日
本
側
が
サ
ハ

リ
ン
島
南
部
で
調
査
を
行
い
、
さ
ら
に
家
屋
を
建
設
し
て
い
る
と
発
言
し
、
そ
れ
に

対
し
て
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
そ
の
不
正
を
歎
き
、
早
急
に
境
界
の
決
定
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
ロ
シ
ア
政
府
に
提
案
す
る
、
と
日
本
側
に
述
べ
た
と
い
う
内
容
で
す
。
ア
ム
ー

ル
委
員
会
の
議
事
録
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
に
関
す
る
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
日
本
側
の
会
談

内
容
を
記
し
た
上
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
意
見
を
次
の
よ
う

に
載
せ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
、
日
本
人
た
ち
の
私
た
ち
に
対
す
る
友
好
的
な
態
度
の
維
持
に
努
め
、

国
境
確
定
の
問
題
に
第
三
者
が
介
入
す
る
こ
と
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
考
慮
し
て
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
伯
爵
は
私
た
ち
の
側
か
ら
妥
協
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
国
境
問
題
に
関
し
て
ロ
シ
ア
側

か
ら
の
譲
歩
と
い
う
案
を
提
示
し
ま
し
た
。
彼
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
に
つ
い
て
、
そ
の

右
岸
と
左
岸
に
湾
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た

(

�)

。
こ
の
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
の
意
見
に
反
対
し
た
の
が
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
で
す
。
ア
ム
ー
ル
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委
員
会
の
議
事
録
は
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
意
見
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
＝
ア
ム
ー
ル
ス
キ
ー
伯
爵
は
、
こ
の
意
見
に
賛
同
し
て
い
な
い
。

彼
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
外
国
か
ら
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
サ
ハ

リ
ン
島
の
占
拠
を
防
ぐ
た
め
に
島
の
全
て
を
獲
得
す
る
よ
う
に
私
た
ち
は
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
政
府
が
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
に
こ
の
問
題
の
交
渉
を
委

ね
る
な
ら
ば
、
彼
の
意
向
で
は
彼
へ
の
全
権
委
任
状
に
分
界
の
設
定
に
つ
い
て

言
及
す
べ
き
で
は
な
い

(
�)

。

こ
の
ア
ム
ー
ル
委
員
会
の
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
サ
ハ
リ
ン
全
島

の
領
有
を
主
張
し
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
妥
協
案
と
対
立
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
さ
ら
に
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
サ
ハ
リ
ン
全
島
領
有
の
志
向
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る

サ
ハ
リ
ン
島
占
拠
の
懸
念
か
ら
生
じ
て
い
た
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ

は
、
自
分
に
日
本
と
の
交
渉
の
全
権
委
任
が
与
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
全
権
委
任
状

に
分
界
の
設
定
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
よ
う
に
も
求
め
て
い
ま
す
。

ア
ム
ー
ル
委
員
会
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
判
断
を
下
し
ま
し
た
。

第
一
に
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
に
日
本
と
サ
ハ
リ
ン
島
の
問
題
に
つ
い
て
直
接
交
渉
を
行

わ
せ
る
。
第
二
に
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
一
部
な
い
し
は
全
部
を
ロ
シ
ア
に
帰
属
さ
せ
る

こ
と
を
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
に
指
示
す
る
。
こ
の
指
示
を
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、｢

い

か
な
る
場
合
に
も
、
こ
の
問
題
が
私
た
ち
を
日
本
政
府
と
の
敵
対
的
な
衝
突
や
断
絶

に
引
き
入
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い｣

と
い
う
条
件
が
付
さ
れ
ま
し
た

(

�)
。

こ
の
ア
ム
ー
ル
委
員
会
の
議
事
録
は
、
一
八
五
八
年
一
二
月
一
七
日

[

露]

に
皇

帝
の
裁
可
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
ア
ム
ー
ル
委
員
会
の
議

事
録
を
め
ぐ
っ
て
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。
通
常
、
議
事
録
は
委
員
会
終
了
後
、
参

加
し
た
メ
ン
バ
ー
が
署
名
を
し
て
皇
帝
の
裁
下
を
受
け
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
委
員

会
の
出
席
者
の
一
人
で
あ
る
陸
軍
少
将
コ
ル
サ
コ
フ
が
、
そ
の
条
件
に
不
満
を
示
し

議
事
録
に
署
名
し
な
い
、
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
の
で
す
。
外
務
大
臣
ゴ
ル
チ
ャ

コ
フ
は
、
一
二
月
一
五
日

[

露]

、
皇
帝
に
一
二
月
三
日

[

露]

の
ア
ム
ー
ル
委
員

会
の
議
事
録
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
陸
軍
少
将
コ
ル
サ
コ
フ
が
委
員
会
に
出
席
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
事
録
に
署
名
し
な
い
と
い
う
事
態
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

議
事
録
に
は
特
別
な
意
見
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
陸
軍
少
将
コ
ル
サ
コ
フ
の

署
名
は
御
座
い
ま
せ
ん
。
大
勢
に
依
拠
し
て
、
サ
ハ
リ
ン
問
題
に
つ
い
て
の
議

事
録
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
ロ
シ
ア
に
敵
対

的
な
衝
突
な
い
し
は
断
絶
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
ム
ラ
ヴ
ィ

ヨ
フ
＝
ア
ム
ー
ル
ス
キ
ー
伯
爵
は
日
本
政
府
と
の
交
渉
の
全
権
を
受
け
る
。

陸
軍
少
将
コ
ル
サ
コ
フ
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
＝

ア
ム
ー
ル
ス
キ
ー
伯
爵
の
全
権
委
任
状
に
関
し
て
、
如
何
な
る
制
限
も
設
け
る

べ
き
で
は
な
い
。
た
と
え
も
し
彼
の
行
動
が
戦
争
を
惹
起
し
た
と
し
て
も
で

あ
る
。
皇
帝
陛
下
も
御
存
知
の
通
り
、
他
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
反
対
の
意
見
で

す
。
私

は

(

ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ)

国
家
全
体
の
政
治
状
況
を
勘
案
し
て
以
下
の
こ
と
を
は
っ
き
り

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
＝
ア
ム
ー
ル
ス
キ
ー
伯
爵
へ
の
全
権

委
任
状
に
お
い
て
、
彼
が
戦
争
の
宣
言
を
行
う
こ
と
を
許
し
た
り
、
私
た
ち
を

戦
争
に
引
き
込
む
よ
う
な
こ
と
を
容
認
す
る
と
こ
ろ
ま
で
そ
れ
を
拡
大
し
て
は

な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
陸
軍
少
将
コ
ル
サ
コ
フ
は
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
全
権
委
任
状
に
対
す

る
制
限
に
不
満
を
示
し
、
ア
ム
ー
ル
委
員
会
の
議
事
録
へ
の
署
名
を
拒
否
し
た
の
で

す
。
外
務
大
臣
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
コ
ル
サ
コ
フ
は
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ

フ
が
サ
ハ
リ
ン
島
の
国
境
交
渉
を
行
う
に
際
し
て
、
戦
争
が
惹
起
さ
れ
る
こ
と
も
厭

わ
な
い
、
と
い
う
考
え
で
し
た
。
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
は
、
皇
帝
に
自
分
の
意
見
、
す
な

わ
ち
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
へ
の
全
権
委
任
状
に
制
限
を
加
え
る
と
い
う
考
え
に
賛
同
し
て

く
れ
る
よ
う
に
求
め
た
の
で
す
。

コ
ル
サ
コ
フ
自
身
も
報
告
書
を
提
出
し
て
自
ら
の
意
見
を
開
陳
し
て
い
ま
す
。
そ

の
報
告
書
に
も

｢

委
員
会
に
お
い
て
、
問
題
を
審
議
す
る
に
際
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
制
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限
を
廃
し
て
、
日
本
と
の
関
係
に
お
い
て
こ
の
問
題

(

サ

ハ

リ

ン

島)

に
関
し
て
活
動
す
る
完
全
な
、

そ
し
て
無
条
件
の
権
限
が
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
＝
ア
ム
ー
ル
ス
キ
ー
伯
爵
に
付
与
さ
れ
る

こ
と
が
、
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た

(

�)｣

と
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
へ
の
全
権
委
任
状
に

制
限
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
明
確
に
主
張
し
て
い
ま
す
。

皇
帝
は
、
一
八
五
八
年
一
二
月
一
七
日

[

露]

、
ア
ム
ー
ル
委
員
会
の
議
事
録
を

承
認
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
ム
ー
ル
委
員
会
の
大
勢
を
占
め
た
日
本
と
の
衝
突

を
回
避
し
て
サ
ハ
リ
ン
島
の
国
境
交
渉
を
行
う
、
と
い
う
提
案
を
採
用
し
た
の
で
す
。

こ
の
訓
令
を
受
け
て
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
先
の
江
戸
に
お
け
る
日
本
と
の
国
境
交
渉
を

行
っ
た
の
で
す
。
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

な
く
日
本
を
離
れ
ま
し
た
。
次
に
、
交
渉
が
不
成
功
に
終
っ
た
後
の
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ

の
行
動
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
、
一
八
五
九
年

一
〇
月
一
七
日

[

露]

、
こ
の
交
渉
の
経
緯
と
次
の
政
策
提
案
を
外
務
大
臣
ゴ
ル
チ
ャ

コ
フ
に
提
起
し
ま
し
た
。
交
渉
の
経
緯
に
つ
い
て
、
日
本
側
が
北
緯
五
○
度
で
の
国

境
画
定
を
要
求
し
、
一
方
で
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
が
サ
ハ
リ
ン
島
の
分
割
を
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
を
主
張
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
の

分
割
を
了
承
で
き
な
い
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

日
本
が
弱
体
で
あ
る
た
め
に
、
日
本
人
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
場
所
を
、

全
て
の
他
の
国
々
が
容
易
に
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
根

付
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
将
来
に
わ
た
っ
て
ず
っ
と
、
現
実
的
な
損
害
を
も
た
ら

す
こ
と
が
容
易
に
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
特
に
タ
タ
ー
ル
海
峡

か
ら
太
平
洋
に
出
る
私
た
ち
の
船
舶
に
と
っ
て
、
最
も
近
く
そ
し
て
唯
一
の
出

口
で
あ
る
ラ
ペ
ル
ー
ズ
海
峡
に
関
し
て
の
こ
と
で
あ
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
サ
ハ
リ
ン
島
を
日
本
に
、
そ
の
一
部
で
も
引
き
渡

す
こ
と
が
出
来
な
い
理
由
を
、
日
本
の
軍
事
力
の
脆
弱
性
に
よ
る
外
国
―
主
要
に
は

イ
ギ
リ
ス
―
の
サ
ハ
リ
ン
島
の
占
拠
と
、
そ
れ
に
よ
る
ラ
ペ
ル
ー
ズ
海
峡
の
航
行
の

問
題
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
交
渉
の
決
裂
を
受
け
て
、
来
る

一
八
六
〇
年
に
航
海
が
可
能
に
な
っ
た
な
ら
ロ
シ
ア
の
軍
隊
が
サ
ハ
リ
ン
島
の
南
端

を
占
拠
し
、
ラ
ペ
ル
ー
ズ
海
峡
を
航
行
す
る
ロ
シ
ア
の
船
舶
が
停
泊
す
る
た
め
の
防

衛
施
設
を
そ
こ
に
建
設
す
る
皇
帝
命
令
が
出
さ
れ
る
こ
と
を
外
務
省
に
要
請
し
ま
し

た

(

�)

。
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
で
き
る
だ
け
早
く
こ
の
事
案
に
つ
い
て
の
皇
帝
命
令
が
提
示

さ
れ
る
こ
と
を
求
め
、
航
行
が
可
能
に
な
っ
た
ら
直
ち
に
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
―
ナ
―

ア
ム
ー
ル
か
ら
二
つ
の
中
隊
を
派
遣
す
る
た
め
の
許
可
を
求
め
ま
し
た

(

�)

。

さ
ら
に
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
こ
の
外
務
大
臣
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
宛
の
報
告
に
、
５
年
も

前
の
一
八
五
四
年
八
月
一
九
日
付

[

露]

で
彼
が
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
宛
て
た
書
翰
を

添
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
が
添
付
し
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
宛
の
書
翰
を

検
討
す
る
こ
と
で
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
サ
ハ
リ
ン
島
問
題
に
関
す

る
対
立
を
さ
ら
に
解
明
で
き
る
、
と
思
い
ま
す
。
次
に
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

４

日
魯
通
好
条
約
の
締
結
と
サ
ハ
リ
ン
島
問
題

一
八
五
四
年
八
月
一
九
日

[

露]

付
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
宛
書
翰
を
取
り
上
げ
て
、

ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
サ
ハ
リ
ン
島
の
国
境
を
め
ぐ
る
対
立
を
さ
ら
に

明
確
に
し
ま
す
。
こ
の
書
翰
の
提
示
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
日
本
に
到
着
し
て
か
ら

本
国
に
送
っ
た
サ
ハ
リ
ン
島
に
関
す
る
提
案
が
関
係
し
て
い
ま
し
た
。
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ

フ
の
書
翰
の
意
義
を
理
解
す
る
上
で
、
重
要
と
推
定
さ
れ
る
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
提
案

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
に
到
着
し
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
サ
ハ
リ
ン
島
南
岸
の
ア
ニ

ワ
湾
の
占
拠
を
知
り
、
一
八
五
四
年
一
月
二
一
日

[

露]

、
次
の
よ
う
に
本
国
に
書

翰
を
送
り
ま
し
た
。

こ
の
点

(
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
か
ら
の
ロ
シ
ア
の
哨
所
の
撤
退)

に
お
け
る
遅
滞

は
日
本
政
府
に
私
た
ち
の
行
動
が
宰
相

[

ネ
ッ
セ
ル
ロ
ー
ゼ]

の
書
翰
に
示
さ

れ
た
主
張
と
あ
ま
り
に
も
合
致
し
な
い
、
と
考
え
る
原
因
を
与
え
、
今
後
の
交
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渉
に
悪
影
響
と
な
る
私
た
ち
に
対
す
る
強
い
疑
念
を
彼
ら
に
抱
か
せ
る
こ
と
に

な
る

(
�)

。

こ
の
よ
う
に
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
ロ
シ
ア
が
サ
ハ
リ
ン
島
の
南
岸
の
ア
ニ
ワ
湾
に

建
設
し
た
哨
所
の
撤
退
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
日
本
側

に
渡
し
た
宰
相
ネ
ッ
セ
ル
ロ
ー
ゼ
の
書
翰
に
示
さ
れ
た
内
容

(

サ
ハ
リ
ン
島
の
南
岸

の
領
有
に
つ
い
て
協
議
す
る)

と
ロ
シ
ア
の
ア
ニ
ワ
湾
の
占
拠
が
相
反
す
る
、
と
日

本
が
考
え
る
こ
と
を
懸
念
し
た
か
ら
で
し
た
。
し
か
し
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
も
即
座
に

撤
退
を
求
め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
条

約
の
骨
子
が
確
定
す
る
ま
で
は
、
ア
ニ
ワ
湾
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
哨
所
の
維
持
が
必

要
で
あ
る
、
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
ア
ニ
ワ
湾
に

お
け
る
ロ
シ
ア
の
哨
所
の
撤
退
を
求
め
た
も
の
の
、
日
魯
通
好
条
約
の
交
渉
を
有
利

に
運
ぶ
た
め
に
哨
所
を
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
ロ
シ
ア
外
務
省
に
対
し
て
サ
ハ
リ
ン
島
の
問
題
で
い

く
つ
か
の
譲
歩
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
彼
は
、
ア
ニ
ワ
湾
と
い
う

｢

小
さ
な

空
間
の
土
地｣

を
占
有
す
る
た
め
に
日
本
人
の
友
好
的
な
感
情
を
犠
牲
に
す
る
価
値

は
無
い
、
と
考
え
た
の
で
す
。
こ
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
考
え
を
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
大

公
を
通
じ
て
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
、
一
八
五
四
年
八
月

一
九
日

[

露]

、
ア
ン
ヤ
ン
か
ら
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
対
し
て
書
翰
を
送
付
し
た
の
で

す
。
彼
は
、
明
確
に
サ
ハ
リ
ン
島
の
国
境
問
題
に
つ
い
て
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
方
針
を

批
判
し
て
、
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
と
し
て
の
意
見
を
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。
第
一

に
、
ほ
ん
の
少
し
の
土
地
で
あ
っ
て
も
日
本
に
与
え
る
よ
り
は
国
境
を
未
画
定
の
ま

ま
に
し
て
お
く
方
が
望
ま
し
い
。
現
在
の
ア
ニ
ワ
湾
の
兵
力
で
哨
所
を
維
持
す
る
こ

と
が
危
険
だ
と
し
て
も
、
翌
年
に
は
然
る
べ
き
戦
力
が
配
置
で
き
る
。
第
二
に
、
サ

ハ
リ
ン
島
が
露
米
会
社
の
管
理
か
ら
ロ
シ
ア
政
府
の
管
理
下
に
移
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
勘
案
し
て
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
日
本
側

に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
日
本
人
が
今
後
も
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
漁
業
を
継
続
し
て
、
サ
ハ
リ
ン
島
で
漁
場
を
経
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
場
所
の
防
衛
は
ロ
シ
ア
が
担
う
。
哨
所
の
撤
退
は
ロ
シ
ア
人
の
健
康

を
守
る
た
め
の
一
時
的
な
方
策
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
が
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
を
恐
れ

て
い
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
発
言
し
て
は
な
ら
ず
、
現
在
こ
れ
ら
の
敵
に
対

処
す
る
た
め
に
大
軍
が
ア
ム
ー
ル
川
を
航
行
し
て
い
る
こ
と
を
隠
す
べ
き
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
実
際
よ
り
も
大
き
な
重
要
性
を
付
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
提
案
し
た
上
で
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は

｢

私
た
ち
の
サ
ハ
リ
ン｣

と
い
う
皇
帝
の

意
志
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
、
と
述
べ
て
い
ま
す

(

�)

。

先
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
こ
の
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
書
翰
の
遣
り
取
り
か
ら
、
サ
ハ
リ

ン
島
を
め
ぐ
る
両
者
の
対
立
が
、
日
露
通
好
条
約
を
締
結
す
る
時
期
か
ら
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
分
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
、
こ
の
書
翰
を
自
身
が
日
本

と
サ
ハ
リ
ン
島
の
領
土
交
渉
を
行
っ
た
後
に
、
サ
ハ
リ
ン
島
へ
の
軍
事
行
動
の
承
認

を
求
め
る
外
務
大
臣
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
宛
の
書
翰
に
添
付
し
た
の
で
す
。

お
わ
り
に

本
報
告
の
課
題
は
、
日
本
開
国
期
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
を
、
そ

の
政
治
史
お
よ
び
政
策
過
程
に
留
意
し
て
分
析
す
る
こ
と
で
し
た
。
以
下
の
よ
う
に

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
思
い
ま
す
。

第
一
に
、
日
本
開
国
期
に
お
け
る
サ
ハ
リ
ン
島
の
勢
力
が
大
き
く
変
化
す
る
契
機

と
な
っ
た
一
八
六
五
年
の
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
コ
ル
サ
コ
フ
の
上
奏
報
文
は
、
基
本
的

に
は
一
八
五
九
年
の
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
政
策
の
継
承
で
し
た
。
第

二
に
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
が
一
八
五
九
年
に
日
本
と
交
渉
を
行
う
背
景
に
は
、
サ
ハ
リ

ン
島
を
め
ぐ
る
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
政
策
的
な
対
立
が
存
在
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
対
立
は
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
へ
の
訓
令
を
審
議
し
た
ア
ム
ー
ル
委
員
会

に
お
い
て
顕
在
化
し
ま
し
た
。
コ
ル
サ
コ
フ
は
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
へ
の
訓
令
に
制
限
を

加
え
な
い
こ
と
を
主
張
し
、
そ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
ア
ム
ー
ル
委
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員
会
の
議
事
録
に
署
名
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
コ
ル
サ
コ
フ
は
、
ム

ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
サ
ハ
リ
ン
島
政
策
に
賛
同
し
て
い
た
の
で
す
。
第
三
に
、
第
二
の
点

と
も
関
連
し
ま
す
が
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
サ
ハ
リ
ン
島
の
国
境
を

め
ぐ
る
対
立
は
、
日
魯
通
好
条
約
の
締
結
前
後
か
ら
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
は
サ
ハ
リ
ン
島
の
両
岸
に
そ
れ
ぞ
れ
港
湾
を
獲
得
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
ム
ラ

ヴ
ィ
ヨ
フ
は
サ
ハ
リ
ン
全
島
の
領
有
を
主
張
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
両
者
の
見
解
の

相
違
は
、
今
後
の
課
題
と
も
関
連
し
ま
す
が
、
両
者
の
サ
ハ
リ
ン
島
の
位
置
づ
け
の

相
異
と
関
連
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
サ
ハ
リ
ン
島
を
含
む

日
本
を
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ

(

ア
ラ
ス
カ)

経
営
の
中
継
点
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
サ
ハ
リ
ン
島
に
ロ
シ
ア
の
船
舶
が
寄
港
で
き
る
港
湾
の
確
保

が
重
要
で
し
た
。
一
方
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
を
プ
リ
ア
ム
ー
ル
と
プ

リ
モ
ー
リ
エ
経
営
の
観
点
か
ら
重
視
し
て
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ロ
シ
ア
の
艦
隊

が
ア
ム
ー
ル
河
口
か
ら
太
平
洋
に
航
行
す
る
重
要
地
域
に
位
置
す
る
サ
ハ
リ
ン
島
が

他
国
―
特
に
イ
ギ
リ
ス
―
に
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
は
プ
リ
ア
ム
ー
ル
と
プ
リ
モ
ー
リ

エ
地
域
の
価
値
を
著
し
く
損
な
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
、
と
捉
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
サ
ハ
リ
ン
全
島
の
確
保
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。
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ル
サ
コ
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は
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こ
の
よ
う
な
方
策
が
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日
魯
通
好
条
約
に
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な
い
と
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ま
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日
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ロ
シ
ア
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清
国
の
条
約
に
よ
り
、
ア
ム
ー
ル
河
が
ロ
シ
ア
領

と
な
っ
た
。
も
と
も
と
サ
ハ
リ
ン
島
は
ア
ム
ー
ル
と
同
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で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
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ロ
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あ
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と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
付
が
付
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
本
報
告
で
は
、
フ
ア
イ
ン
ベ
ル
グ
の
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
二
世
が
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
に
一
八
五
八
年
一
二
月
一
七
日

[
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に
全
権

を
与
え
た
と
い
う
箇
所
か
ら
判
断
し
ま
し
た
。
こ
の
日
付
は
、
ア
ム
ー
ル
委
員
会
の

議
事
録
を
皇
帝
が
裁
可
し
た
日
時
と
一
致
し
ま
す
。
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(
17)

清
国
政
策
の
12
項
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
ロ
シ
ア
と
清
国
の
国
境
の
最
終

的
な
決
定
に
つ
い
て
。
②
清
国
へ
の
ロ
シ
ア
の
軍
事
顧
問
の
派
遣
に
つ
い
て
。
③
清

国
政
府
の
た
め
の
武
器
の
購
入
に
つ
い
て
。
④
北
京
へ
の
ロ
シ
ア
の
外
交
官
の
派
遣

に
つ
い
て
。
⑤
清
国
の
内
海
に
お
け
る
活
動
の
た
め
吃
水
の
浅
い
軍
艦
の
配
備
に
つ

い
て
。
⑥
在
北
京
の
キ
リ
ス
ト
教
の
使
節
団
員
の
交
代
に
つ
い
て
。
⑦
中
国
語
に
堪

能
な
人
員
の
確
保
に
つ
い
て
。
⑧
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
播
と
科
学
お
よ
び
芸
術
を
教
育

す
る
た
め
の
中
国
お
よ
び
満
州
人
向
け
の
学
校
の
建
設
に
つ
い
て
。
⑨
北
京
と
の
郵

便
制
度
の
確
立
に
つ
い
て
。
⑩
中
国
の
茶
の
購
入
に
つ
い
て
。
⑪
上
海
に
お
け
る
通

商
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
と
シ
ャ
ン
ハ
イ
な
い
し
は
フ
ン
チ
ュ
ン
へ
の
領
事
の
配
置
に
つ
い

て
。
⑫
一
八
六
〇
年
以
後
の
清
国
視
察
の
派
遣
に
つ
い
て
。
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こ
の
考
え
に
基
づ
い
て
外
務
省

が
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
へ
の
全
権
委
任
状
と
訓
令
の
草
案
を
作
成
す
る
こ
と
に
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。
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�
��
�
�
�
�
���
�
���

�
	�
	�� 
�
�
(�
��		��

�
�
�
[

ロ
シ
ア

国
立
文
書
館
。
在
モ
ス
ク
ワ])

�
�
722
�
�
�1
�
�
�437
�
��31!

�

(

25)
�
�
�
�
�
�
�722
�
�
�1
�
�
�437
�
��32

!
�

(

26)
�
�
�
�
�
�
�722
�

�
�1
�
�
�437
�
��33
�

こ
の
提
起
の
欄
外
に
は

｢

皇
帝
ご
自
身
に
よ
っ

て
記
さ
れ
た
同
意｣

(�
�
�
�
�
�
�722
�
�
�1
�
�
�437
�
��32
!
�)

と
い
う
文
言
が
記
さ

れ
て
い
る
。

(

27)
�
�
�
�
"
�
�
�
�224
�

�
�1
�
�
�236
�
��62
�

(

28)
�
�
�
�
�
�
�722
�
�
�1
�
�
�437
�
��38
�

本
報
告
は
、
以
下
の
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
の
研
究
成
果
で
す
。

｢

東
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境
と
中
国
・
ロ
シ
ア
所
在
日
本
関
係
史
料
の
総
合
的
研
究｣

(

科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究
Ａ

研
究
代
表
者

保

谷
徹)

｢

露
清
関
係
の
変
容
と
日
本
の
北
東
ア
ジ
ア
政
策｣

(

科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究
Ｂ
２

研
究
代
表
者

麓

慎
一)

｢

露
米
会
社
の
極
東
経
営
と
北
方
世
界｣

(

科
学
研
究
費
補
助
金

萌
芽
研
究

研
究
代
表
者

麓

慎
一)

本
報
告
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
松
里
公
孝

先
生
と
兎
内
勇
津
流
先
生
か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感

謝
し
ま
す
。
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